
令和７年度「一市町村民会議一運動」活動紹介 
関ケ原町青少年健全育成委員会 

１ はじめに 

関ケ原町青少年健全育成委員会では、今年度、毎年１１月に行われる「岐阜県青少年健全育成県

民大会」において、関ケ原町の青少年の健全育成の取組【子どもと大人のふれあいの場づくり】に

ついて発表させていただきました。今回は、その一部について紹介します。 

 

２ 取組Ⅰ：本委員会所属の青少年団体間の情報共有と連携強化 

本委員会では、２年前から、地域の子どもや大人がふれあいを深めていくためは、スポーツ少年

団や子ども会等の青少年団体が相互理解を深めることが重要という考えのもと、以下のように青少

年団体間の情報共有と連携強化を図ってきました。 

（１）町内の青少年団体のイベント一覧表の作成・配付 

  ５月の第１回委員会での話し合いの結果や各青少年

団体のイベントの実施予定日や内容を一覧にまとめ、

本委員会構成員に配付し、情報共有を図っています。 

（２）関ケ原町青少年健全育成大会での各青少年団体の

活動の紹介 

  ６月７日（土）に実施した大会では、第一部の少年

の主張大会の後、各青少年団体の代表者が団体の活動について、写真資料を使用して発表しました。

会場の小中学生や地域住民だけではなく、青少年団体にとっても、互いの活動を知ることができる

よい機会となりました。 

（３）青少年育成通信『ふれあい』（県青少年育成推進指導員作成）の発行 

  不定期ですが、青少年団体のイベント終了後にその様子を記した通信を発行し、情報交流、連携

強化につなげています。 

 

３ 取組２：より多くの子どもがイベントに参加できるようにするための工夫改善 

（１）イベントのチラシの作成・配布の依頼  

青少年団体のイベントを開催するにあたっては、参加

者を増やすために、イベントの内容を具体的に記したチ

ラシを作成し、学校や園に配布してもらっています。 

（２）学校への協力の依頼 

 （１）のイベントのチラシを配布する際には、担任の先

生から参加を促すような言葉を一言かけてもらうよう、

学校の校長先生へお願いしています。また、イベント開

催後には、可能であればその様子を校内放送や集会等で紹介してもらっています。 

 

４ 終わりに 

町内の青少年団体間の情報共有と相互理解が深まり、青少年団体が主催するイベントがある場合

は、他の団体は子どもたちが参加しやすい配慮をする等、協力体制が整い、学校の積極的な協力も

得られるようになったことで、イベントに参加する子どもの数が増えてきました。また、複数の団

体が協力してイベントを実施することで、内容面も充実してきました。今後は、子どもたち、特に

中学生に対しては、地域のイベントに参加してふれあいの場を広げるだけではなく、地域の大人と

一緒にイベントを企画することで、参画する喜びや成就感を味わわせたいと考えております。地域

の大人への憧れや郷土への愛着を高める青少年の育成を願い、団体と団体の連携がしやすい小さな

町の強みを生かし、更に活動を工夫していきたいと思います。 


